
霧
島
山
の
新
燃
岳
の
火
山
噴
火
、
東
日
本
で
発
生
し
た
大
震
災
な
ど
、
市
民
の
不
安

は
募
る
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
市
に

は
日
本
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
温
か
い
支
援
を
力

に
変
え
、
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
必
死
に
震
災
と
戦
っ

て
い
る
人
た
ち
を
支
援
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
日
本
を
再
生
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23-

2
1
2
9

西岳地区
自治公民館連絡協議会
会長 坂元和雄さん

西
岳
地
区
は
新
燃
岳
の
噴
火
で
多

量
の
噴
石
や
灰
が
降
り
、
地
域
住
民

は
何
を
ど
う
し
て
良
い
か
分
か
ら
ず

途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
直
後
か
ら
地

域
住
民
ら
に
よ
る
灰
の
除
去
が
始
ま

り
、
そ
の
後
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
訪
れ
、
高
齢
者
宅
の
屋
根
な
ど

の
除
灰
作
業
を
し
て
も
ら
い
感
謝
し

て
い
ま
す
。
飼
料
作
物
や
シ
カ
に
よ

る
家
庭
菜
園
へ
の
被
害
も
心
配
で
す

が
一
番
の
問
題
は
土
石
流
対
策
。
昨

年
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
６
月
に
は

防
災
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。
行
政

任
せ
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
率
先
し
て
行
い
、
住
民
同
士

の
結
い
を
大
切
に
し
、
地
域
住
民
の

安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

突
然
の
東
日
本
大
震
災

市
で
は
、
口
蹄
疫
や
新
燃
岳
の
噴
火
な

ど
で
全
国
各
地
か
ら
、
義
援
金
や
さ
ま
ざ

ま
な
物
資
の
支
援
、
人
の
派
遣
な
ど
を
受

け
、
そ
れ
を
力
に
変
え
、
通
常
の
生
活
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
被
害
は
、
想
像
も
で
き
な

い
規
模
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
３
月
14
日
に
消
防
局
職
員
な

ど
12
人
を
現
地
に
派
遣
。
職
員
ら
は
被
災

地
で
の
人
命
救
助
な
ど
へ
の
対
応
に
当
た

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
恩
に
報
い
る
た

め
に
も
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
さ

ら
な
る
派
遣
や
そ
の
ほ
か
の
支
援
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。
震
災
復
興
に
向
け
た
市
の

支
援
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
土
石
流
へ
の
警
戒

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
土
石
流
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
市

で
は
、
国
や
県
の
雨
量
情
報
を
注
視
す
る

と
と
も
に
気
象
庁
に
加
え
、
民
間
の
気
象

情
報
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
警
戒
態

勢
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
改
め
て
、
避
難
の

重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
教
訓
と
し
、
市
か
ら
避
難
情
報
の
発
表

が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
な
避
難
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
確

か
な
情
報
を
早
め
に
知
る
こ
と
が
大
事
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
加
え
、
防
災
無
線
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

人
と
の
結
い
が

一
番
の
防
災
対
策

つ
な
が
る
思
い

つ
な
ご
う
希
望

62011.4



マスクの着用を
新燃岳の噴火以降、セ

キやタンが増えたり、喉
の痛みを訴える人が増加
したりしました。ぜんそ
くの患者については、発
作を起こす人も多いよう
です。
降灰から身を守るに

は、できるだけ外出をし

広
が
る
支
援
の
輪

自
治
公
民
館
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
呼
び
掛

け
で
住
宅
周
辺
や
通
学
路
の
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
た

除
灰
作
業
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児

島
市
か
ら
貸
与
し
て
も
ら
っ
た
ロ
ー
ド
ス

イ
ー
パ
ー
な
ど
に
よ
る
道
路
の
路
面
清
掃

の
総
延
長
は
約
３
０
０
㌔
に
も
上
り
、
環

境
は
格
段
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
く
は
滋
賀
県
な
ど
１
、６
０

０
人
を
超
え
る
人
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
家
庭
内
の
火
山

灰
の
除
灰
作
業
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

宮
崎
市
か
ら
１
０
７
人
の
職
員
と
一
緒

に
清
掃
作
業
に
当
た
っ
た
浜
崎
和
男
建
設

部
長
は
「
降
灰
被
害
を
見
て
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
快
く
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
少

し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
」
と
高
木
原
緑

道
の
清
掃
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
支
援
物
資
や
義
援
金
、

心
温
ま
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
全
国

か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
支
援
の

輪
に
感
謝
し
、
復
興
に
向
け
て
市
民
一
丸

と
な
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

松山医院
松山幹太郎医師

ないのが一番ですが、どうしても外出しなくて
はならない時は降灰の少ない時を見計らいマス
クを着用してから外出するようにしましょう。
特に、肺に疾患がある人は注意をしてください。
子どもは長時間、外で遊ばせないようにし、
マスクの着用を徹底してください。
また、火山灰は呼吸器系の疾患だけではなく、

目に入れば角膜炎などを引き起こす恐れがあり
ます。異常を感じた時は早めの受診を心掛けて
ください。

家庭菜園などでの降灰対策
市へ降った灰の性質は、弱酸性で有害な成分

は少なく、そのまますき込んでも土壌への影響
は比較的少ないと分析されています。降灰量に
よっても違いますので、作付けの際には、以下
の点に注意ください。

【降灰対策のポイント】
① 降灰量が３㎝以上の場合は、土壌の性質が変
わっている可能性があります。可能な限り持
ち出し、作付け前に十分、耕しましょう

② すき込む場合には、通常の施肥用量に加え、
中和するために石灰質資材を加える必要があ
ります。目安は、１㎝の降灰のある畑で１㎡
当たり20ｇ程度です

【作物の生育などの相談窓口】
北諸県農業改良普及センター　☎38-1554
※ 詳しい降灰対策については、市や県のホーム
ページでも掲載しています

降灰への備えと対策

霧島山の新燃岳
約300年ぶりのマグマ噴火特集

頑
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◆
活
動
の
流
れ

◆
活
動
の
内
容

１ 

保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
や
、
そ
の

前
後
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

２ 

学
校
の
放
課
後
、
ま
た
は
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
終
了
後
に
、
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と

３ 

子
ど
も
が
軽
度
の
病
気
の
場
合
に
、

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

４ 

冠
婚
葬
祭
や
ほ
か
の
子
ど
も
の
学
校

行
事
の
際
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

５ 

買
い
物
な
ど
外
出
の
際
に
、
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と

６ 

そ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

こ
と

◆
活
動
準
備

援
助
活
動
は
利
用
会
員
と
援
助
会
員

が
事
前
に
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
両
者
合
意
の
上
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
補
償
保
険
な
ど

援
助
活
動
の
実
施
に
際
し
、
補
償
保

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
は
都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
ま
す
。

◆
利
用
料
金

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
午
前
７

時
〜
午
後
７
時
は
１
時
間
当
た
り
６
０

０
円
、
そ
れ
以
外
は
１
時
間
当
た
り
７

０
０
円

◆
会
員
の
要
件
な
ど

●
利
用
会
員

① 

市
内
に
居
住
し
、
小
学
６
年
生
（
障

が
い
の
あ
る
場
合
は
18
歳
）
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
、
子
育
て
な
ど
の

支
援
を
希
望
す
る
人

② 

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
、

施
設
な
ど
に
通
園
、
通
学
、
通
所
す

る
小
学
６
年
生
（
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
18
歳
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
、
子
育
て
な
ど
の
支
援
を
希
望
す

る
人

●
援
助
会
員

市
内
に
居
住
し
、
子
育
て
支
援
に
意

欲
の
あ
る
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
人
（
資
格
な
ど
は
不
要
）

●
登
録
料　

無
料

※ 

会
員
登
録
す
る
場
合
に
は
都
城
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

主
催
の
講
習
会
受
講
が
必
要
で
す

連
絡　

利
用
会
員
か
ら
都
城
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
へ
援
助
依
頼
の
連
絡
を
し
ま
す

調
整　

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
会

員
か
ら
の
依
頼
内
容
に
合
わ
せ

て
、
援
助
会
員
を
探
し
、
利
用
会

員
に
紹
介
し
ま
す

事
前
打
ち
合
わ
せ　

利
用
会
員
と

援
助
会
員
が
安
心
し
て
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
活
動
開
始
前
に
、
十

分
な
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

す報
告　

援
助
会
員
は
活
動
報
告
書

を
ま
と
め
て
、
都
城
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
ま
す

相互援助活動

❺事前打ち合わせ

❶
会
員
登
録

❷
援
助
依
頼
申し
込
み

❼利用料金の支払い

❻サービスの提供

❶
会
員
登
録

❽
活
動
報
告

❸
援
助
打
診

❹
援
助
会
員
紹
介

❻サ

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
、
相
互
援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
相
互
援
助
活
動
と
は
育
児
な
ど
の
援
助
を

受
け
た
い
人
（
利
用
会
員
）
と
育
児
な
ど
の
援

助
を
行
い
た
い
人
（
援
助
会
員
）
と
が
会
員
に

な
っ
て
、
お
互
い
に
助
け
合
う
活
動
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26-

3
8
1
0

都城市ファミリー・
サポート・センター

利用会員 援助会員

活
動　

事
前
打
ち
合
わ
せ
の
内
容

に
沿
っ
て
活
動
し
ま
す
。
活
動
終

了
後
、
利
用
会
員
は
援
助
会
員
に

直
接
利
用
料
金
を
支
払
い
ま
す
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切
り
取
り
線

種類
月 固定資産税 市県民税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料 軽自動車税

23年 ４月 １期
５月２日（月）

５月 １期
５月31日（火）

６月 １期
６月30日（木）

１期
６月30日（木）

７月 ２期
８月１日（月）

２期
８月１日（月）

１期
８月１日（月）

１期
８月１日（月）

８月 ２期
８月31日（水）

３期
８月31日（水）

２期
８月31日（水）

２期
８月31日（水）

９月 ４期
９月30日（金）

３期
９月30日（金）

３期
９月30日（金）

10月 ３期
10月31日（月）

５期
10月31日（月）

４期
10月31日（月）

４期
10月31日（月）

11月 ６期
11月30日（水）

５期
11月30日（水）

５期
11月30日（水）

12月 ３期
12月26日（月）

７期
12月26日（月）

６期
12月26日（月）

６期
12月26日（月）

24年 １月 ４期
１月31日（火）

８期
１月31日（火）

７期
１月31日（火）

７期
１月31日（火）

２月 ４期
２月29日（水）

９期
２月29日（水）

８期
２月29日（水）

８期
２月29日（水）

３月 10期
４月２日（月）

※ 「納期限」「口座振替日」は、納付月の末日（12月は12月25日）。ただし、納期限が土・日曜日、祝日の場合は、
その翌日が納期限となります

◎
納
付
場
所

●     次の
金
融
機
関
の
窓
口

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮
崎
太

陽
銀
行
、
南
日
本
銀
行
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
、
都
城
信
用
金
庫
、
九
州

労
働
金
庫
、
都
城
農
業
協
同
組
合

●     
 

沖
縄
県
を
除
く
九
州
管
内
の
郵
便

局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
納
期
限
後
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
）

●     全国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

●     
   市

役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

◎
納
付
の
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
・

固
定
資
産
税
】

納
税
課　

☎
23-

２
１
２
６

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23-

２
５
９
６

【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23-

７
１
４
４

◎
課
税
内
容
の
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
】

市
民
税
課　

☎
23-

２
１
２
３

【
固
定
資
産
税
】

資
産
税
課　

☎
23-

２
１
２
４

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23-

２
５
９
６

【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
４
２

◎
各
総
合
支
所
の
連
絡
先

山
之
口
総
合
支
所　

☎
57-

３
１
１
１

高
城
総
合
支
所　
　

☎
58-

２
３
１
１

山
田
総
合
支
所　
　

☎
64-

１
１
１
１

高
崎
総
合
支
所　
　

☎
62-

１
１
１
１

税
・
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
預
金
通
帳
と
届
け
出
印
お
よ

び
納
税
（
納
付
）
通
知
書
を
持
参
し
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

振
り
替
え
開
始
は
申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
。
た
だ
し
、
月
末
近
く
に
申
し
込

む
と
、
翌
々
月
か
ら
の
振
り
替
え
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
可
能
で
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
、
市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

※ 

後
期
高
齢
者
保
険
料
と
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

平成23年度 市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）
保 存 版
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引
き
続
き
市
政
発
展
に
尽
力

新
た
に
就
任
し
ま
し
た

■プロフィル
九州共立大学卒。建築士。旧市の市議会議員を３期、
新市になって２期、通算５期目。旧市の産業経済委員
会委員長や新市の議会運営委員会委員長を歴任
※庄内町

第６代
都城市議会副議長

黒
くろ

木
き

優
ゆう

一
いち

（51歳）

総括担当副市長

前
まえ

田
だ

公
きみ

友
とも

（64歳）

■プロフィル
上智大学卒。昭和46年４月宮崎県に入庁。平成14年４
月県総務部参事兼総務課長。15年３月県退職、同年４
月山之口町長。18年２月市収入役。19年４月事業担当
副市長、22年７月総括担当副市長　※山之口町

４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
の
組
織

や
事
務
体
制
の
一
部
を
変
更
し
ま

す
。主
な
見
直
し
は
次
の
通
り
で
す
。

新
燃
岳
噴
火
対
策
の

体
制
強
化

危
機
管
理
課
に
新
た
に
新
燃
岳
対

策
監
を
配
置
す
る
ほ
か
担
当
職
員
を

増
員
し
、
土
石
流
や
泥
流
な
ど
の
災

害
に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

◎
総
務
部
危
機
管
理
課

☎
23-

２
１
２
９

農
業
委
員
会
事
務
局

体
制
の
見
直
し

分
室
を
廃
止
し
、
本
庁
事
務
局
機

能
を
強
化
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
分
室

で
行
っ
て
い
た
事
務
は
、
各
総
合
支

所
産
業
振
興
課
が
担
当
し
ま
す
。

◎
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23-
７
８
６
８

農
業
集
落
排
水

使
用
料
窓
口
の
変
更

農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
徴
収
事

務
は
、
上
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
と
の

統
合
に
よ
り
水
道
局
業
務
課
が
担
当

し
ま
す
。
な
お
、
施
設
の
設
置
や
管

理
、
分
担
金
に
関
す
る
事
務
は
、
引

き
続
き
農
村
整
備
課
と
各
総
合
支
所

産
業
振
興
課
が
担
当
し
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

徴
収
に
関
す
る
事
務
】

◎
水
道
局
業
務
課　

☎
23-

４
５
１
０

【
施
設
の
設
置
・
管
理
お
よ
び

分
担
金
に
関
す
る
事
務
】

◎
農
村
整
備
課

☎
23-

２
９
８
１

◎
山
之
口
産
業
振
興
課

☎
57-

３
１
１
１
（
代
表
）

◎
高
城
産
業
振
興
課

☎
58-

２
３
１
１
（
代
表
）

◎
山
田
産
業
振
興
課

☎
64-

１
１
１
１
（
代
表
）

◎
高
崎
産
業
振
興
課

☎
62-

１
１
１
１
（
代
表
）

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ

４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
、
総
括

担
当
副
市
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

今
、
都
城
市
は
新
燃
岳
噴
火
に
伴

う
防
災
対
策
や
口
蹄
疫
な
ど
の
防
疫

対
策
、
さ
ら
に
は
東
北
太
平
洋
沖
地

震
災
害
へ
の
対
応
な
ど
喫
緊
か
つ
重

大
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
市

長
を
補
佐
し
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の

向
上
と
市
政
発
展
の
た
め
に
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ

私
は
去
る
３
月
１
日
に
、
第
６
代

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
市
政
発
展
に
全
身
全
霊
を
捧
げ

る
覚
悟
で
す
。

本
市
は
、
昨
年
の
口
蹄
疫
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
災
害
に
続
き
、
新
燃
岳
噴
火

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
と
地
域
産
業
の
一
日
も

早
い
復
興
の
た
め
、
議
会
も
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
は
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機
構
改
革
▼
４
月
１
日
か
ら
新
し
い
組
織
で
ス
タ
ー
ト

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
課　

☎
23-

7
1
6
1

変更

強化見直し
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供用開始区間

設
置
期
限
ま
で
あ
と
2
カ
月

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
済
ん
で
い
ま
す
か

総
務
省
消
防
庁
が
全
国
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
平
成
22
年
12
月
時
点
で

本
市
の
火
災
警
報
器
設
置
率
は
43
・
2

㌫
で
、
全
国
平
均
の
63
・
6
㌫
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
6
月
1
日
か
ら

は
警
報
器
の
設
置
が
完
全
義
務
化
と
な

り
ま
す
。「
設
置
義
務
化
は
知
っ
て
い

る
け
ど
、
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
、早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
予
防
課

☎
22-

8
8
8
4

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？

火
災
警
報
器
は
「
寝
室
」
と
「
階

段
」
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
階
以
外
に
も
寝
室
が
あ
る
場

合
は
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
に
も
設
置

が
必
要
で
す
。

な
ぜ「
寝
室
」と「
階
段
」に

設
置
す
る
の
？

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
就
寝
中

都
城
志
布
志
道
路
は
、
国
道
10
号
の
都
城

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
IC
）付
近
か
ら
曽
於

市
を
経
由
し
て
志
布
志
港
へ
至
る
約
42
㌔

の
道
路
で
す
。
4
月
19
日
に
五
十
町
IC
か

ら
梅
北
IC
間
約
3
・
2
㌔
が
開
通
し
ま
す
。

交
差
点
な
ど
が
な
く
無
料
の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

☎
23-

2
0
9
0

■ 

志
布
志
港
ま
で
約
40
分

都
城
志
布
志
道
路
は
、
国
や
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
に
よ
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
全
線
が
開
通
す
る
と
都
城
IC
か
ら

志
布
志
IC
ま
で
の
所
要
時
間
が
約
70
分
か

ら
約
40
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

■
宮
崎
県
側
で
初
の
供
用
開
始

鹿
児
島
県
で
は
、
末
吉
IC
か
ら
有
明
北

IC
間
が
開
通
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
19
日

㈫
に
開
通
す
る
五
十
町
IC
か
ら
梅
北
IC
間

は
、
宮
崎
県
側
で
初
の
供
用
区
間
と
な
り

ま
す
。
今
後
は
、
平
塚
IC
か
ら
五
十
町
IC

間
が
平
成
23
年
度
中
に
開
通
予
定
で
す
。

の
時
間
帯
で
あ
る
深
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

間
帯
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
火
災
に
気

付
き
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
居
間
や
台
所
に
は
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ロ
火
災
な
ど

を
防
ぐ
た
め
に
も
火
災
警
報
器
の
設
置

を
お
薦
め
し
ま
す
。

消
防
職
員
が
直
接
訪
問
販
売
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

今
年
度
は
、
消
防
局
が
任
命
し
た
設

置
推
進
員
が
戸
別
訪
問
し
て
、
チ
ラ
シ

に
よ
る
設
置
啓
発
や
設
置
状
況
調
査
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
火
災
警
報
器
の
訪

問
販
売
や
、
特
定
の
業
者
を
あ
っ
せ
ん

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
火
災
警

報
器
の
販
売
に
名
を
借
り
た
悪
質
な
販

売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
火
災
警
報

器
は
市
内
の
販
売
店
や
電
器
店
、
量
販

店
で
購
入
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
１
本
で

取
り
付
け
で
き
ま
す
。

● 

日
時　

４
月
17
日
㈰

受
付
：
９
時
〜

開
会
：
９
時
30
分

● 

集
合
場
所　

今
町
IC
（
今
町
小

学
校
付
近
）
※
案
内
看
板
あ
り

●
定
員　

先
着
５
０
０
人

● 

持
参
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
料

水
、帽
子
、健
康
保
険
証（
写
し
）

● 

そ
の
他　

駐
車
場
は
今
町
小
学

校
や
下
今
町
公
民
館
を
利
用

※ 

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
機

関
を
利
用
く
だ
さ
い

● 

申
し
込
み　

４
月
14
日
㈭
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
集

合
手
段
を
明
記
）
で
健
康
課

☎
23-

２
７
６
５

23-

４
８
４
６

都
城
志
布
志
道
路
開
通
記
念

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
要
申
し
込
み
）

4
月
19
日
に
開
通
し
ま
す

都
城
志
布
志
道
路

五
十
町
IC
〜
梅
北
IC
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